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2003 年度 TTC 安全登山教室テキスト(第 1回 PC 教室)

ＩＴ技術入門

―――ＩＴ技術の進歩は我々の生活を今後どのように変化させるのだろうか？―――

2003.10.18 三村 義昭

１．まえがき

20 世紀央に生を受けた我々は、今後高度に科学技術が発展した 21 世紀前半を心身共にｼｬｯｷﾘ･ﾋﾟﾝﾋﾟﾝ

と生き、その恩恵に十分浴するとともに、地球と人類が滅亡の方向に進まないように、世の中の出来事

に常に関心を持ち、時には大きな声を挙げることも必要であると考える。 それでは、来るべき 21 世

紀はどのような社会になるのか？20 世紀後半から始まったｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ技術の大発展は、IT 革命をもたら

しつつあり、我々の日常生活と社会の仕組みがここ数年の間に激変しようとしており､人類に与えるそ

の影響度は産業革命以上と評される。我々中高年も､それを正しく理解し､それを寛容かつ大胆に受入れ

ることによって､豊穣な実りに対する我々への正当な分け前を受け取ることが可能になる。また､ﾊﾞｲｵﾃｸ

ﾉﾛｼﾞ-の発展により､人ｹﾞﾉﾑの完全解読に続く病原発生ﾒｶﾆｽﾞﾑの解明がなされ、ｶﾞﾝ等の難病が克服され

る日もさほど先ではない。このような素晴らしい将来の裏側に、CO2 ｶﾞｽ排出による地球温暖化に代表さ

れる地球環境破壊と、まもなく枯渇する石化資源に替わるｴﾈﾙｷﾞ問題が解決できない場合は、21 世紀中

に地球上の 63億人の人類と多くの動植物が滅亡に向かうのは間違いない。

２．ＩＴ技術の概要

ＩＴ(Information&TelecommunicationTechnology;情報通信)革命とは、大発展を遂げつつあるﾊﾟｿｺﾝ

に代表されるﾃﾞｼﾞﾀﾙｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ技術と、極めて高速・大容量の通信技術（ﾌﾞﾛ-ﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾈｯﾄﾜ-ｸ）の融合に

よって達成される。個別の技術の中身については、「技術用語集」のｺ-ﾅで解説することにし、ここでは

2010 年頃までに我々を取り巻く生活環境がどのように変化するのかを中心に、簡単に説明する。

(1) 2005～2006 年頃までに各家庭に光ﾌｧｲﾊﾞが敷設され(FTTH;FiberToTheHome)､上り/下りとも

100Mbps(将来的には 1Gbps)のﾌﾞﾛ-ﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾈｯﾄﾜ-ｸで結ばれると、動画像の双方向ﾘｱﾙﾀｳﾑ通信が可能

になる。その後、2010 年頃までの間に、自宅内では、無線 LAN に結ばれた複数台の情報家電を使っ

て、ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞな情報のやりとりが当たり前になる。ﾋﾞﾃﾞｵｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ(好きなときに好きな情報や TV

番組を見る)､銀行や役所への諸届け、株の売買等も基本的にﾈｯﾄ処理が当たり前になり、ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄに

よるがｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞと買い物の支払いのｷｬｯｼｭﾚｽ化（銀行口座を介した即時自動決済処理）が当たり前に

なり、現金の携帯が必要ない電子ﾏﾈ-の時代になる。

(2)家庭のﾊﾟｿｺﾝは TV 等の情報家電と融合され、基本的にｷ-ﾎﾞ-ﾄﾞ入力等をほとんど必要としないﾕ-ｻﾞﾌ

ﾚﾝﾄﾞﾘ-な形に進化していく（音声入力/出力、自動翻訳 etc）。放送と通信の垣根が無くなり、それ

らは基本的に双方向機能(放送は 1方向のみ)となる。ｴｱｺﾝ､冷蔵庫､お風呂､電子ﾚﾝｼﾞ等もﾈｯﾄﾜ-ｸに繋

がりﾘﾓ-ﾄｺﾝﾄﾛ-ﾙが可能になる。ﾍﾟ-ﾊﾟﾚｽ化がますます進み、新聞や書籍も基本的に電子化されよう。

電話は IP電話に統一され、全国 1率 3分 8円の時代となる。TV電話等も当たり前になろう。

(3) FTTH 網と並んで、ﾜｲﾔﾚｽ公衆ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ網も都市部を中心に増え､IT の主要な一部を占めることになろ

う(ﾕﾋﾞｷﾀｽﾈｯﾄﾜ-ｸ)。これには携帯電話の機能を増やした、あるいは PC を小型化したﾎﾟｹｯﾀﾌﾞﾙあるい

はｳｪｱﾗﾌﾞﾙ PDA(PersonalDigitalAssistants；携帯情報端末)が使われる。通信速度が数 Mbps 程度ま

でなので、電子ﾒ-ﾙの他、あまりﾃﾞ-ﾀ量の多くない情報のやりとりに主として利用される。出先から

自社企業ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑにｱｸｾｽして、在庫を確認したり、出荷処理をしたりといったﾋﾞｼﾞﾈｽや自宅のﾈｯ

ﾄに繋いで、帰宅する時間に合わせて風呂を沸かしておくというようなｼ-ﾝにも利用されよう。

(4)現在加入者 7000 万台を越える勢いで伸びている携帯電話は、この先どうなるであろうか。世界中何

処でも使用できるようになるだろうが、原理的に通信速度を速くできない、無線中継基地に多額の

費用を必要とするため、使用料を安くできない等の欠点があるため、上述したﾜｲｱﾚｽ公衆ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ網

の普及とともに、利用者が減るものと思われる。ただし、高速で移動するｼ-ﾝでの通信手段としては、

携帯電話方式以外にないので、自動車内ので情報端末通信網と合わせ、現在の携帯電話とは、別な

姿に変わりつつ生き延びるであろう。

(5) 便利になる反面、国家や行政機関によって個人のﾌﾟﾗｲﾊﾞｼ-情報が管理・統制され、また､盗難によっ

て個人情報が広くばらまかれたり､悪用される危険性。ｻｲﾊﾞ-ﾃﾛによって社会ｼｽﾃﾑが致命的打撃を受

ける危険性が高まる等のﾘｽｸにどう対処していくのかが、IT 時代を迎えるに当たって解決しなけれ

ばならない今後の大きな課題である。

我々TTC ﾒﾝﾊﾞも普段から情報端末に慣れ親しみ、IT 時代に取り残されないよう柔らか頭でﾊﾞﾝﾊﾞﾛ-!
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2003 年度 TTC 安全登山教室テキスト(PC 教室 No.1)

ＩＴ技術入門用語集

・ ＩＴ（Information and Telecommunication Technology；情報通信技術）革命：PC を代表とす

るデジタル技術とブロ－ドバンドネットワ－ク技術の融合により、21 世紀初頭には、我々の生活に

革命的変革がもたらされ、その影響は、産業革命以上とも云われている。我々も元気で長生きし、

より便利な快適ライフをエンジョイしたいものである。

・ デジタルとアナログ：デジタルは指で数えられる数値(離散的)、アナログは数えられない連続的な

数値。ソロバンはデジタル、物差しはアナログ。自然界に存在する物理量のうち、量子力学や、4

つの分子構造エレメントの組み合わせで決められる遺伝子情報(DNA)はﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報。時間、重量、音

(色)、画像等の物理量はｱﾅﾛｸﾞ量。ｱﾅﾛｸﾞ情報をﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報に替えることによって（AD 変換）、高度

な情報処理が可能になる（積分は加算に、微分は引き算等に置き換えることができる）。また、ｺﾋﾟ

-しても元の情報が正確にｺﾋﾟ-でき、また、情報を劣化させずに永久保存できる｡必要に応じて､膨大

な情報量を、質を落とさずにｺﾝﾊﾟｸﾄに圧縮する等のﾃﾞ-ﾀ加工も容易になる。

・ 10 進法と 2進法：人間は長らく 10進法を使用してきた。これは、指が 10本あるからだと云われて

いる(時間等については、例外的に、12 進法を使用)。デジタル技術では、2 進法が使用される。こ

れは、電子回路上に、信号のある場合が 1、信号がない場合は 0(ｾﾞﾛ)というように、2 値信号の判

別によって数値(及び文字等の情報)を表すのに都合がよいからである。

例：10 進法 126・・・・01111110 2 進法 0・・0、1・・1、2・・10、3・・11、4・・100

10 進法 127・・・・01111111 2 進法 5・・101、6・・110、 7・・111、8・・1000

10 進法 128・・・・10000000 2 進法 (注)ｱﾝﾀﾞ-ﾗｲﾝは 2進法

・ bit（ビット）、Byte（バイト）、Word（ワ－ド）：2 進法で表される 0,1 の数列の数をﾋﾞｯﾄ(binary

digit；bit､記号は b)という。8bを 1 ﾊﾞｲﾄ（Byte;記号は B）という。Word(略記号:W)とは、数字や

ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ、漢字、演算子(+-*/ etc)等の文字を云う。通常我々が使用している PC では、32b＝4B

＝1W 構成になっている（32 ﾋﾞｯﾄ machine とも云う）。ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀによっては 64 ﾋﾞｯﾄﾏｼ-ﾝや 128 ﾋﾞｯﾄﾏｼ

-ﾝもあり、ﾋﾞｯﾄ数が大きいｺﾝﾋﾟｭ-ﾀほど、高度な情報処理ができる。

・ オ－ダ(桁数)記号：(注)基本単位(長さ:m､重さ:g､周波数:Hz､時間:s､ﾃﾞ-ﾀ量:b,B､bps etc)の前にｵ-ﾀﾞ記号を付ける。

記号 f p ｎ μ m c d h k M G Ｔ

呼方 ﾍﾑﾄ ﾋﾟｺ ﾅﾉ ﾏｲｸﾛ ﾐﾘ ｾﾝﾁ ﾃﾞｼ ﾍｸﾄ ｷﾛ ﾒｶﾞ ｷﾞｶﾞ ﾃﾗ

数値 10-15 10-12 10-9 10-6 10-3 10-2 10-1 100 102 103 106 109 1012

倍率 千兆分の1 1兆分の

1

10億分

の1

100万分

の1

千分の1 100分の

1

10分の1 1 100倍 1000倍 100万倍 10億倍 1兆倍

・ bps（または b/s）：1 秒間に何ﾋﾞｯﾄの信号を処理あるいは伝送できるかを表す記号。たとえば、10Mbps

の ADSL 回線であれば、1秒間に 1千万ﾋﾞｯﾄ、すなわち､32b 系であれば 1秒間に最大 31 万 2500 文字

を受信できる。

・ インタ－ネット、WWW、Web：ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄは蜘蛛の巣(web)のように張り巡らされ､相互接続されたﾈｯﾄﾜ-

ｸの意で、1970 年代に米国国防省が開発したといわれている。特徴は、ﾈｯﾄﾜ-ｸの一部に障害が起き

ても、迂回路を経由した通信が可能であり、障害に強い強靱な通信網である代わりに、ある程度の

伝送誤り率（いい加減さ）を許容した通信である。WWW（WorldWideWeb）は世界中に張り巡らされた

蜘蛛の巣（ﾈｯﾄﾜ-ｸ）の意で､ｲﾝﾀﾈｯﾄで結ばれたｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ間で情報のやりとりをすること。世界最初の

WWW は CERN（ﾖ-ﾛｯﾊﾟ原子核研究機関）の物理学者 Tin-Berners-Lee が論文閲覧ｼｽﾃﾑとして 1989 年に

提案したものが原点。その対極にあるのが電話回線網と専用回線網。ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ通信網は少々のﾃﾞ-ﾀ

落ちを許容した安価な通信網であるのに対し、電話回線網は､ﾃﾞ-ﾀの信頼性が極めて高い代わりに通

信料が高いという難点がある。
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・ インタ－ネット通信網と電話回線網の違い：電話回線網は宅配便、ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ通信網は空港の手荷物受

け取りに例えるとわかりやすい。電話網では、宅配便同様、宛先ラベル（電話番号）に基づいて、

荷物集積所で行き先毎に分別された後、種々の交通手段で目的地周辺に運ばれ、そこで再びエリア

毎に分別され、配達される。集積所における 2 回にわたる荷物分別作業は、電話網の交換機に相当

し、仕分け作業や配達にお金がかかるが、荷物が行方不明になったりすることは滅多にない。すな

わち、価格は少々高いが情報伝達のクオリティが高い。それに対し、インタ－ネット通信網では、

情報をある一定の大きさにバラバラにし、それぞれに宛先札を付けた情報の塊(ﾊﾟｹｯﾄ)として、方面

別に仕分けして、ベルトコンベア－に次から次へと流し込む。自分の近くにあるベルトコンベアに

流れてくる荷物を、自分宛の荷物であるかどうかを宛名をみて判別し、自分宛のものを次々に拾い

上げる。情報を拾い上げる機能は、電子メ－ルであれば、プロバイダと呼ばれるメ－ルを扱う組織(業

者)のメ－ルサ－バがその任に当たる。従って、荷物(情報)を集配・仕分け・運送する専門の宅配業

者が介在しないので、コストは安くつくが、荷物が行方不明になったり、盗まれたりする危険性が

つきまとう。従って、当分の間、大量の情報を安く送れるｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ網と、高くても安全に送れる電話

網の両方の通信網が必要であるといわれている。

・ ブロ－ドバンドネットワ－ク、ブロ－ドバンド通信：高速大容量通信。現在、加入者回線(個人ﾕ-ｻﾞ

に引き込まれている回線)以外の通信回線は、ほとんど光ﾌｧｲﾊﾞを使用した光ﾃﾞｼﾞﾀﾙ通信になってい

る。最先端の光通信網では、1 本の光ﾌｧｲﾊﾞに 10Gbps のﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号を 32 ﾁｬﾝﾈﾙ重畳させて伝送させ

ている(10x32=320Gbps/波長多重通信)。これは、音声電話であれば、16,000,000 回線分、10Mbps の

ADSL 回線なら 32,000 回線分､100Mbps の B ﾌﾚｯﾂ(FTTH/光ﾌｧｲﾊﾞ)であれば、3,200 回線分を同時に伝

送できる大容量を有している。

・ 光ファイバ：ｺｱ(光信号が通る芯線部)径 10μm、ｸﾗｯﾄﾞ層(光信号が漏れないようｺｱを取り囲んでい

る層)の直径 125μm の透明な合成石英ｶﾞﾗｽからなる髪の毛より細い同心円状の長い繊維。この中身

に、１秒間に 100 億回点滅する波長 1.55μm 及び 1.31μm 付近の近赤外線の光信号を伝送させる。

基幹回線の場合は、わずかに波長の異なる点滅光を 32 波重ね合わせて伝送する(波長多重通信；WDM)。

光ﾌｧｲﾊﾞを家庭に引き込む場合は（B ﾌﾚｯﾂ/FTTH）、下り 1.55μm/上り 1.31μmの波長の異なる 100Mbps

の光信号を用いる。

・ 電磁波(電波、光、X 線)：光子（photon）と呼ばれる極めて小さい微粒子の流れを電磁波という。

名前の由来は、光子の流れに沿って、周期的に大きさが変化する磁界と電界を伴っているためであ

る。電界と磁界の波の周期は、光子の持っているｴﾈﾙｷﾞに比例して短くなる(周波数が高くなる)性質

がある。電磁波の波長(ｴﾈﾙｷﾞ)によって、電波、光、Ｘ線(γ線)と呼び名が変わる。電磁波は、その

ｴﾈﾙｷﾞの大きさが変化しても速度は一定で、真空中であれば、1 秒間に地球を 7.5 周する速度(秒速

30 万 km)をもつ。周波数 3000GHz(波長 0.1mm)以下を電波、周波数 3～30,000THz(波長 100～0.01μ

m)が光、周波数 300,000THz 以上（波長 1nm 以下/ｴﾈﾙｷﾞ 1keV 以上）がＸ線及びγ線と呼ばれる放射

線に分類される。周波数 300kHz 付近(中波；波長 1km)はラジオ放送、300MHz 付近（UHF；波長 1m）

は TV 放送等に、それよりやや周波数が高い 0.8～1.9GHz 帯（波長 40～15cm）は携帯電話に使用さ

れている。光の領域のうち人間の目で色として識別できる波長帯は 0.38～0.77μmに過ぎず,この波

長帯の光を可視光線という。0.38μm の光は紫、順次、藍、青、緑、黄、橙,0.77μm の光は赤色と

して識別される(虹の 7色に同じ)。0.8μmより波長の長い光(人間の目には見えない)を赤外線(IR)、

とくに 0.8～15μm の赤外線を近赤外線と呼び、主として光通信等に使用されている。15～100μm

の光線は遠赤外線と呼ばれ、人間の皮膚に吸収されて暖かく感じることから熱線とも呼ばれる。紫

色の光線より短波長の 0.38～0.001μm の光を紫外線(UV)と呼ぶ。UV 光及び放射線は、物質に吸収

されて、光化学反応を起こし、物質を化学変化させる特性を有するため、工業的に種々の化学反応

や化学製品製造等に利用されている。しかし、波長 0.3μm以下の UV光(ｴﾈﾙｷﾞ:数 eV)は、皮膚に吸

収されると皮膚ｶﾞﾝを起こす。また､植物に吸収されると、遺伝子が傷つき､突然変異を起こすなどの

災いをもたらす。太陽から大量に放射されるこのような有害光線は、地球のｵｿﾞﾝ層に遮られて、通

常地上に届かないが、ｴｱｺﾝや消火ｶﾞｽとして使用されているﾌﾛﾝｶﾞｽの大気放出によってｵｿﾞﾝ層の破壊

が進み、地球上の生物の生存が脅かされている。UV 光より更に波長の短い放射線は、人体に極めて

有害であるが、波長 10～0.1nm のＸ線は、医療用として広く用いられている。γ線は一般にＸ線よ

り高ｴﾈﾙｷﾞ（波長が短い）の電磁波である。原子の周りを回る電子の軌道遷移に際して放出される電
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磁波をＸ線、原子核内の状態変化(核反応)によって放出される電磁波をγ線と成り立ちによって区

別している。

・ （デジタル）コンピュ－タ：基本原理はｵﾗﾝﾀﾞ人ﾌｫﾝ･ﾉｲﾏﾝが提唱した(ﾉｲﾏﾝ型ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ)。特徴はﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑの記憶方式と逐次実行方式、ﾃﾞ-ﾀと命令の区別のない制御等である。その主要構成は演算と制御

部からなる中央処理装置(CPU)、ｷｬｯｼｭﾒﾓﾘ/主ﾒﾓﾘ、入出力(I/O)ﾌﾟﾛｾｯｻ、入出力端末（ﾏｳｽ、ｷ-ﾎﾞ-ﾄﾞ、

ｽｷｬﾅ-、ﾊﾞ-ｺ-ﾄﾞ､表示装置(CRT や液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚ、ﾌﾟﾘﾝﾀ)、ﾌｧｲﾙﾒﾓﾘ（磁気ﾃﾞｨｽｸ､ﾌﾛｯﾋﾟﾃﾞｨｽｸ、磁気ﾃ-ﾌﾟ､

CD ﾒﾓﾘ､DVD ﾒﾓﾘ､MO ﾒﾓﾘ etc.）､ﾈｯﾄﾜ-ｸ等のﾊ-ﾄﾞｳｪｱから構成される。これをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑや基本ｿﾌﾄ(OS)、

ｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝｿﾌﾄと呼ばれるｿﾌﾄｳｪｱによって、命令・制御することにより、所望のﾃﾞ-ﾀ処理を実行する。

約 10年前までは、処理能力と処理速度を向上させるために、次々に大型ｺﾝﾋﾟｭﾀが開発されて性能を

競ってきたが、ﾈｯﾄﾜ-ｸの発達により、小型ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀによる分散処理、並列処理が可能になり、ｺﾝﾋﾟｭ

-ﾀの小型化(DownSizing)が一気に進んだ。最近では、気象ﾃﾞ-ﾀ解析やﾐｻｲﾙ軌道計算等、瞬時に大量

の計算が必要等の特殊用途にのみｽ-ﾊﾟｺﾝﾋﾟｭ-ﾀと呼ばれる超大型ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが使用されるが、一般用途

では、PC(ﾊﾟｿｺﾝ)やﾜ-ｸｽﾃ-ｼｮﾝと呼ばれる小型計算機による処理が当たり前になっている。

・ ハ－ドウェアとソフトウェア：ﾊ-ﾄﾞｳｪｱとは､ｼｽﾃﾑを構成する回路､表示装置、入出力装置､ﾒﾓﾘ等、筐

体等、物理的形状をなすもの。ｿﾌﾄｳｪｱとは、ﾊ-ﾄﾞｳｪｱを制御して、ｼｽﾃﾑを動作させて所望の機能を発

揮させるための命令等で、制御のための各種ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、OS(基本ｿﾌﾄ)、ﾜ-ﾌﾟﾛや画像処理、ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ､

CAD、ﾃﾞ-ﾀ処理等を実施するためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(ｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝｿﾌﾄ)､各種ﾎﾋﾞ-ｹﾞ-ﾑを実行するためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

(ｹﾞ-ﾑｿﾌﾄ)等のｺﾝﾃﾝﾂ類を指す。ﾊ-ﾄﾞｳｪｱとｿﾌﾄｳｪｱを合わせたものをｼｽﾃﾑと呼ぶ。通常、ｼｽﾃﾑになって、

初めて一人前の機能を発揮する。ｿﾌﾄｳｪｱのうち、CPU 等の論理回路内の ROM ﾒﾓﾘに直接書き込まれて

いるものをﾌｧ-ﾑｳｪｱと呼ぶことがある。なお､ﾊ-ﾄﾞｳｪｱは単にﾊ-ﾄﾞ、ｿﾌﾄｳｪｱは単にｿﾌﾄと略称される場

合がある。

・ パ－ソナルコンピュ－タ、パソコン、ＰＣ：1970 年代に PCにつながる小型ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ;ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ(ﾏ

ｲｺﾝ)が実現し、1970 年代後半から 1980 年代前半になって、ﾊﾟｿｺﾝに発展して行った（ﾊﾟ-ｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭ-

ﾀという概念はｱﾗﾝ･ｹｲによってその頃提案された）。具体的には、8 ﾋﾞｯﾄ演算回路（MPU:Micro

ProcessingUnit、又は CPU:CentralProcessingUnit）の実現、使いやすいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語 BASIC の

開発、ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾕ-ｻﾞｲﾝﾀ-ﾌｪｲｽの開発,個人用途 PC の発売等をもって、PCの誕生としている。さらに、

1990 年代になり、ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀをﾈｯﾄﾜ-ｸに繋いで使用する、いわゆるﾈｯﾄﾜ-ｸｺﾝﾋﾟｭ-ﾀへの発展と、その後

ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄが世界的規模で実現された時、現在のように PCがﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ時代の重要なﾌﾟﾗｯﾄﾌｫ-ﾑになった。

・ ＣＰＵ，ＭＰＵ：中央演算処理装置。PC の性能を左右する心臓部。Intel 社(米)の Pentium ｼﾘ-ｽﾞ

や Cerlon ｼﾘ-ｽﾞと ADM 社(米)の CPU がほとんど 100%を占める。ｸﾛｯｸ周波数が高いほど、1 ﾜ-ﾄﾞ当た

りのﾋﾞｯﾄ数が高いほど処理能力が高い。最新の CPU のｸﾛｯｸ周波数は約 3GHz、通常の PC は 32b ﾏｼ-ﾝ

構成（一部 64b ﾏｼ-ﾝあり）。このほか、家電製品や工業製品には、国産の 4b-、8b-、16b-の MPU(ﾏｲ

ｺﾝ)が多数使用されている。また、Prestation-II のようなｹﾞ-ﾑ機には極めて高性能な専用の

128b-CPU(東芝製)が搭載されている。

・ ＬＳＩ(LargeScaleIntegratedCircuit：大規模集積回路)：シリコンの単結晶基板上に、多数のﾄﾀﾝ

ｼﾞｽﾀ､抵抗､ｺﾝﾃﾞﾝｻ等の電子回路を搭載し、CPU、ﾒﾓﾘ（DRAM、ROM、ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ）、特定用途 LSI(ASIC)

などの回路機能を得ている。構造的に MOS-FET と Bi-polar 型に大別されるが、大半は MOS 構造であ

る。10mm 角のﾁｯﾌﾟの中にﾄﾗﾝｼﾞｽﾀが数億個もあり、1 個の大きさが、大腸菌より小さい 0.1μm 程度

のものもある。ｼﾘｺﾝの代わりに、GaAs 等の別な半導体材料(化合物半導体)を使用した LSI もある。

このような LSI が安価かつ大量に製造できるようになったことが、今日のｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽと IT 技術発展の

基礎になっている。

・ 基本ソフト、ＯＳ（Operation System）：PC を動かすための基本となるｿﾌﾄｳｪｱ。Windows(ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ

社)系（用途とﾊﾞ-ｼﾞｮﾝにより、Windows95,-98,-NT､Me,2000,Xp,2003 等あり）、MacOS(ｱｯﾌﾟﾙ社)、LINUX

系、UNIX 系（SunMicroSystem 社）、TRON(東大上坂教授考案)等があり、基本的に互換性がない。世

界的にﾏｲｸﾛｿﾌﾄ社の Windows の一社支配が強まったため、最近では、国家安全上の観点から、日本を

中心とする東南ｱｼﾞｱ諸国、及びﾖ-ﾛｯﾊﾟ等で、ｿ-ｽｺ-ﾄﾞが公開され、ﾌﾘ-ｳｪｲで使用できる LINUX 系（ﾌ
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ｨﾝﾗﾝﾄﾞの学生が考案し、その後、世界中の大学を中心に改良が重ねられている）への変更の動きが

強まっている。

・ アプリケ－ションソフト：ﾜ-ﾌﾟﾛｿﾌﾄ(Word、一太郎)、表計算ｿﾌﾄ（Excel）、ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽｿﾌﾄ(Access､

Oracle8)､ﾌﾟﾗｳｻﾞ閲覧ｿﾌﾄ（Explore etc）ﾒ-ﾙｿﾌﾄ(Autlook、Express、Udola)､作図ｿﾌﾄ(各種 CAD)､

地図閲覧･加工ｿﾌﾄ(山ｽﾊﾟ-ﾄ､ｶｼﾐ-ﾙ)､ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像加工･編集ｿﾌﾄ(Photoshop etc)、ｲﾗｽﾄ作成ｿﾌﾄ

(Ilastrator)、はがき作成ｿﾌﾄ､時刻表ｿﾌﾄ(駅ｽﾊﾟ-ﾄ)、ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝｿﾌﾄ（特定用途及びｹﾞ-ﾑ用）会計・給

与計算･経理等業務用ｿﾌﾄ、工業用各種ｿﾌﾄ、CD/DVD ﾀﾞﾋﾞﾝｸﾞ用ｿﾌﾄ、ﾋﾞﾃﾞｵ編集用ｿﾌﾄ、ﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞ作成

用ｿﾌﾄ、特定ｿﾌﾄ変換ｿﾌﾄ(PDF Creator etc)、PC ﾋﾞ-ﾙｽﾁｪｯｸｿﾌﾄ、言語変換ｿﾌﾄ、各種ﾎﾋﾞ-用ｿﾌﾄ(ｹﾞ-

ﾑ etc)、音声･画像圧縮/解凍ｿﾌﾄ､各種暗号ｿﾌﾄ等､極めて他種類のｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝｿﾌﾄが開発され、市販な

いしﾌﾘ-ｳｪｲ(ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上で無料でﾀﾞｳﾝﾛ-ﾄﾞできる)で出回っている。

・ プログラム言語：ｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝｿﾌﾄはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ言語によって記述されるが、そのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ言語は幾つかの

種類に大別される。ﾏｼﾝ語に 1:1 に対応させたｱｯｾﾝﾌﾞﾘ言語(きめ細かい処理ができるがﾊ-ﾄﾞｳｪｱを熟

知していないと使えない)。ｱｯｾﾝﾌﾞﾘ言語からﾏｼﾝ語に翻訳するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｱｯｾﾝﾌﾞﾗと呼ぶ。1語づつ翻

訳しながら実行するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ BASIC はｲﾝﾀﾌﾟﾘﾀ(逐語訳)言語と呼ばれ、速度は遅いが、操作性がよい

ため、今でもよく使用されている。高級言語であるｺﾝﾊﾟｲﾗ言語は、表現手法によって以下の 4 種類

に分類される。①手続き型(C、Pascal、Fortran, Cobol etc)、②関数型（Lips etc）、③論理型

（Prolog etc）、④ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向型（Small-talk、C++、Java）。これらのｺﾝﾊﾟｲﾗ言語をﾏｼﾝ語に翻訳

するｿﾌﾄをｺﾝﾊﾟｲﾗと呼ぶ。

・ ＰＤＦ(PortableDocumentFormat)ファイル：米ｱﾄﾞﾋﾞ社が開発した異なったｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝｿﾌﾄや異なった

種類の PC 間での電子ﾌｧｲﾙが共有できる表現形式。ｱﾄﾞﾋﾞ社が無料で読出ｿﾌﾄ「ｱｸﾛﾊﾞｯﾄ･ﾘ-ﾀﾞ-」を世

界中にばらまいたので、この手ｿﾌﾄの事実上の世界標準になっており、ｱｸﾛﾊﾞｯﾄ形式とも呼ばれてい

る。TTC のﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞでも山行記録、山行計画、TTC 通信がこの形式に変換・表示されている。PDF 形

式は、読込者があとで、書き換え等ができないことから、公文書等の表現形式として広く普及して

いる(Word 形式等で掲載すると読み出したあとで、自由に書き替え可能である)。

・ （デジタル）コンテンツ：情報そのもの、あるいはソフトウェアそのものを云う。簡単に定義する

と「コンピュ－タで扱えるようにされたデジタル情報」であり、ＣＤやＤＶＤに収容されたパ－ッ

ケ－ジ型コンテンツとネットワ－ク型コンテンツがあるが、普及に当たっては、著作権の問題と課

金の問題をクリアする必要がある。既に実現されている、あるいは今後実現するｺﾝﾃﾝﾂとしては、WWW

新聞、電子ﾒ-ﾙ新聞、携帯電話ﾆｭ-ｽ、種々のﾘｱﾙﾀｲﾑ情報、ｳｪﾌﾞﾏｶﾞｼﾞﾝ､ﾒ-ﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ、電子図書館、ﾃﾞｼﾞ

ﾀﾙｱ-ｶｲﾌﾞ（電子ﾐｭ-ｼﾞｱﾑ）、3 次元 CG、音楽配信、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｼﾈﾏ､ﾃﾞｼﾞﾀﾙ地図情報､ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ(ｶﾀﾛｸﾞ)、遠

隔医療(医療診断)、通信教育ｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝ、監視ｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝ、等々応用は無限に広がっている。

・ ホ－ムペ－ジ：米国の大学を中心に始まった。日本では、1992 年の文部省高ｴﾚﾙｷﾞ研究所(筑波)の

HP が最初。このためには、WWW に接続されたサ－バ（あるいはﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ）と呼ばれるＰＣに公開

するデジタル情報を、世界共通の記述言語ＨＴＭＬ（HyperTextMakeupLanguage）で記述する必要が

ある。個人で、ﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞを開設する場合は、ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞと呼ばれる専門業者の所有する専用のサ－バ

の一部を借用する。現在、ＨＰを作成するための専用のｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝﾂ-ﾙ（HP ﾋﾞﾙﾀﾞ-等）が多数発売さ

れている。なお、ﾎ-ﾑﾍﾟ-ｼﾞとは WWW に公開しているﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報の表紙のことを言う。また、ｱﾄﾞﾚｽ

は、以下の意味を持つ。http(HyperTextTranferProtocol:THML 形式で記述されている情報を PC 間

で転送する形式)://WWW.ﾄﾞﾒｲﾝ名（ｻ-ﾊﾞ名）.組織名(会社名).組織の属性（co：企業、ac:大学等の

学術機関､go：政府機関、or:その他の組織、ne:通信網、ad:ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理組織、com：ｺﾏ-ｼｬﾙ）.ISO

で決められた国名表示(jp は日本、ただし､米国のみ国名を省略)。

・ 電子メ－ル、e-mail：日本では 1996 年にプロバイダと呼ばれる電子メ-ル管理ｻ-ﾋﾞｽをﾋﾞｼﾞﾈｽとする

専門業者が営業を開始した。PC上の専用ﾒ-ﾙｿﾌﾄ(ﾒ-ﾗとも呼ばれる。代表的なものに、MS explore、

MS Outlook、Udola etc)を使用し、基本的にﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ形式で記述した文章をｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ網を通じて世

界中何処でも相手のｱﾄﾞﾚｽのﾒ-ﾙｻ-ﾊﾞに瞬時に、しかも同一ﾒ-ﾙを多数の人に同時に送付することので

きる。最近では、写真や簡単な動画、Word,Excel、PDF ﾌｧｲﾙ形式のﾃﾞ-ﾀを同封したり、携帯電話か



6

らﾒ-ﾙをやりとりしたり(i ﾓ-ﾄﾞ他)することができる。文章を暗号化して送ることも可能。個人の場

合、ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ網を通じて送られてきたﾒ-ﾙはﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞのﾒ-ﾙｻ-ﾊﾞ内に保存される。各個人は自分の PC

から、契約しているﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞのｻ-ﾊﾞにｱｸｾｽして、自分宛のﾒ-ﾙが届いているかどうかﾁｪｯｸし、届いて

いれば、そのﾒ-ﾙを自分の PC に取り込む。自分の PC からﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞのｻ-ﾊﾞ間のｱｸｾｽは（正確にはﾌﾟﾛ

ﾊﾞｲﾀﾞの指定するｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄまでで、それ以降は専用回線を使用）、電話加入者ﾒﾀﾙ回線を使用した、

①ｱﾅﾛｸﾞ電話回線（16kbps 相当）、②ISDN 回線（64kbpsx2 のﾃﾞｼﾞﾀﾙ通信）、③ADSL 方式（下り:最大

1M～26Mbps、登り:最大 1Mbps のﾃﾞｼﾞﾀﾙ通信）、あるいは、④地域ｹ-ﾌﾞﾙ TV 網（数 10kbps～数 10Mbps､

米国ではこれが主流）､⑤光ﾌｧｲﾊﾞ加入者線(NTTのBﾌﾚｯﾂ、FTTHとも云う。上り/下りとも:最大100Mbps､

世界中で日本が一番進んでいる)。ﾒ-ﾙｻ-ﾊﾞ間のﾃﾞ-ﾀ転送にはｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ網を使用する。また、ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

との個人契約の場合、WWW を閲覧する場合も、このﾙ-ﾄを使って、ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ網を介し、相手の HP(ﾎ-ﾑ

ﾍﾟ-ｼﾞ)ｻ-ﾊﾞにｱｸｾｽする。個人でＨＰを開設する場合も、IP ｱﾄﾞﾚｽを貰い、ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ管理のﾒ-ﾙｻ-ﾊﾞあ

るいは、専用の HP ｻ-ﾊﾞ内に､個人用 HP ｴﾘｱを貰い、その中に開設する。

・ サ－バとクライアントＰＣ：ｻ-ﾊﾞとは、簡単に言えば、LAN（ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ）で接続されている PC(ｸﾗｲｱﾝ

ﾄ PC という)の親機。企業の場合、ﾒ-ﾙ用のﾒ-ﾙｻ-ﾊﾞ、HP 用の HP ｻ-ﾊﾞ、経理用､営業用､生産管理用等

機能別に分かれているのが普通。サ－バ機は、通常の PC(ｸﾗｲｱﾝﾄ PC)に比べ、高速 CPU(あるいはﾏﾙﾁ

CPU)、大容量ﾒﾓﾘ、ｻ-ﾊﾞ専用 OS(WindowsNT または、-XpServer etc)､無停電電源、ﾃﾞ-ﾀ自動ﾊﾞｯｸｱｯ

ﾌﾟ機能、ﾊ-ﾄﾞﾃﾞｨｽｸのﾐﾗ-化、ﾌｧｲｱ-ｳｫ-ﾙ機能等を有している。個人の PC の場合（自分の PC がｸﾗｲｱﾝ

ﾄ PC）、契約しているﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞの接続先の PCが自分の PCのサ－バとなる。

・ ファイア-ウォ－ル(FireWall)：ﾈｯﾄﾜ-ｸとある外部のﾈｯﾄﾜ-ｸの接続ﾎﾟｲﾝﾄにあり、不正進入等を監視・

予防するｼｽﾃﾑを FireWall という。この装置を含んで安全となったｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ接続環境をﾌｧｲｱ-ｳｫ-ﾙｼｽﾃ

ﾑ、安全となったﾈｯﾄﾜ-ｸを Intranet とも言う。通常、ﾒ-ﾙｻ-ﾊﾞ等にはこの機能が備わっており、PC ｳ

ｲﾙｽﾁｪｯｸ等がなされている。ｿﾌﾄ的に行う方法とﾊ-ﾄﾞ的に行う方法がある。最新の WindowsOS である

Xp には FireWall 機能が備わっているという。

・ サイバ-ビジネス、電子商取引、インタ－ネットショッピング：ﾈｯﾄﾜ-ｸとﾃﾞｼﾞﾀﾙ端末を使用したｷｬｯ

ｽﾚｽ/電子決済の商取引。取引形態として、Ｂ(企業)toＢ、ＢtoＣ(顧客・個人)、ＣtoＣがあるが、

現在主流なのは、ＢtoＣ。2003 年の取引金額は 2．6 兆円、2006 年には 16兆円に増大すると予想さ

れている。大手は､ﾔﾌ-、楽天の他、書籍のｱﾏｿﾞﾝｼﾞｬﾊﾟﾝ、電化製品･ｶﾒﾗ･OA 機器のﾖﾄﾞﾊﾞｼｶﾒﾗ､ｾﾌﾞﾝｲﾚ

ﾌﾞﾝ等が知られている｡現在のところ､ほとんどの場合はｸﾚｼﾞｯﾄｶ-ﾄﾞ登録情報で決済される。銀行のｵ

ﾝﾗｲﾝ即時決済を基本としたｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｶ-ﾄﾞ「DEBT ｶ-ﾄﾞ」等も渋谷地区等を中心に試みられている。ま

た、ﾈｯﾄ株取引､あるいはｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ銀行も急激に普及してきている。電子商取引の最終形態は、Ｂto

Ｂであるが、金額が極めて高額になるため､ﾈｯﾄの安全性･ｾｷｭﾘﾃｨの問題（改ざん・なりすまし・盗み）

が解決できていない現在、本格的利用はまだ始まっていない。

・ 電子政府、住基ネット：戸籍票、住民票、印鑑登録、不動産登記簿、特許、法令、通達等、現在紙

ベ-スで管理している書類・資料類すべてを電子デ－タとし、ネットワ－クを通じて、省庁間や市町

村間で書類をやりとり、承認･確認等も電子的に行おうとする計画。個人情報の安全性が問題になっ

ている住基ネットもその一環。便利になる反面、国家による個人情報の管理・統制、プライバシ－

の流出等、現在のセキュリティ技術ではこれら個人デ－タを確実に守れないことに重大な問題があ

る。これと並行して、電子ア-カイブス（資料の電子化）、電子図書館、不当コピ－防止技術として

の電子透かし技術等の開発も進んでいる。ただし、運転免許証の登録や履歴管理等については、現

在でも県警単位での電子化/オンライン化は済んでいる(ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄではなく専用回線を使用している)。

・ ネットワ－クの安全性（セキュリティ）：ｵ-ﾌﾟﾝなﾈｯﾄﾜ-ｸを流れるﾃﾞ-ﾀの暗号化、ｱｸｾｽを許されてい

ない人と許されている人の正確な峻別と本人であることの確実な認証方法、悪意のあるものによる

ネットワ－クやコンピュ－タへの不正進入防止とデ－タの盗み、改ざん、なりすまし、デ－タ破壊

（PCウィルスのまき散らし）防止策。攻める方も護る方も技術は日進月歩であるため、決め手とな

る安全確実な方法がない。従って、セキュリティ技術が来るべきＩＴ世界の最大のウイ－クポイン

トになっている。
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・ 暗号解読に関するトピックス：最先端の大型コンピュ－タを使用して 1 億年かかっても解読できな

い強固さを誇っていた暗号が、ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを通じて、世界中の技術者に解読作業を呼びかけて、候補と

なる膨大な秘密鍵の組み合わせをﾈｯﾄﾜ-ｸに接続されている PC や WS に効率よく分配して、しらみつ

ぶしに調べた結果、たった 39日間で解読されてしまった。現在の技術で解読不可能な暗号であって

も、ﾊ-ﾄﾞとｿﾌﾄの技術進歩はめざましく、数年後には解読されてしまう可能性が高い。この例でもわ

かるように、絶対安全なｾｷｭﾘﾃｨｼｽﾃﾑは存在しない。

・ ハッカ－、クラッカ－：日本では 2000 年 2月に「不正ｱｸｾｽ禁止法」が施行された。ﾊｯｶ-とは、現在

は「ﾈｯﾄﾜ-ｸを通じて、企業や政府、研究機関等のﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭ-ﾀに不正にｱｸｾｽして、情報の盗聴や改ざ

ん、破壊等の犯罪的行為をするｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ中毒症のﾏﾆｱ」の意で用いられる（本来はｸﾗｯｶ-が正しい）。

また、ｿﾌﾄｳｪｱの不正ｺﾋﾟ-を行う人をﾊﾟｲ-ﾚ-ﾂ(海賊)、不正ｺﾋﾟ-されたｿﾌﾄやｺﾝﾃﾝﾂを海賊版という。ま

た、21 世紀の高度に IT に依存した社会では、一人の天才ﾊｯｶ-の出現によって、国家中枢のﾈｯﾄﾜ-ｸ

に進入し、ﾃﾞ-ﾀの改ざんや破壊をする、いわゆるサイバ－テロの可能性が指摘されている。これに

より、一人も殺傷することなく国家機関や経済を大混乱に陥れ、国家を壊滅させることが可能であ

る。ＩＴ技術は、利便性と同時にそんな危険性を有するる諸刃の剣である。

・ ＰＣウイルス：PC の基本ｿﾌﾄのｾｷｭﾘﾃｨﾎ-ﾙ（ｿﾌﾄ上の欠陥）を狙ってﾈｯﾄから PC に進入し、ｿﾌﾄｳｪｱや

ﾃﾞ-ﾀを次々に破壊していく特殊なｿﾌﾄｳｪｱ。ﾒ-ﾙ等のﾈｯﾄﾜ-ｸを通じて次々に、ﾋﾞ-ﾙｽのように汚染が広

がることから、PC ｳｲﾙｽと呼ばれており、これまでに種々のﾀｲﾌﾟの PC ｳｲﾙｽが報告されている。上述

したクラッカ－による犯行で、自分の実力を誇示する目的でばらまく場合が多いと思われるが、上

述したｻｲﾊﾞ-ﾃﾛにつながる場合も想定される。次から次に新手のウイルスが開発されるので、実績の

ある安全確実な FireWall のあるﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞと契約する。最新版のｳｲﾙｽﾁｪｯｸｿﾌﾄｳｪｱで常時ﾁｪｯｸする。OS

ﾒ-ｶ(大概の場合、ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ社)から無料でﾘﾘ-ｽされる「ｾｷｭﾘﾃｨﾎ-ﾙを補修用ｿﾌﾄｳｪｱ」をﾀﾞｲｳﾝﾛ-ﾄﾞして

使用する、等の注意が必要。使用中の PC が汚染されたかもしれないと感じた場合は、電源を落とす

かｲﾝﾀﾈｯﾄ接続ｹ-ﾌﾞﾙを物理的に切り離した上で、専門的知識のある人に相談し、対応して貰う。

・ ダウンロ－ドとインスト－ル：ﾀﾞｳﾝﾛ-ﾄﾞとは他の PC や WWW にｱｸｾｽし、必要なｿﾌﾄｳｪｱやﾃﾞ-ﾀをﾈｯﾄﾜ-

ｸを介して、自分の PC のﾒｲﾝﾒﾓﾘ-にｺﾋﾟ-することを云う。ｺﾋﾟ-したｿﾌﾄｳｪｱやﾃﾞ-ﾀを自分の PC のﾊ-ﾄﾞ

ﾃﾞｨｽｸ等のﾌｧｲﾙﾒﾓﾘ-に記憶・収納することをｲﾝｽﾄ-ﾙという。

・ モデム：PC を電話回線に接続するための装置で、電話回線を通じて送られてきた信号を PC 用に復

調し、PC から送られる信号を電話回線用に変調する機能を有している。通常のｱﾅﾛｸﾞ電話回線用、

ADSL 用等の種類がある。

・ ＬＡＮ（LocalAreaNetwork）：企業内･地域情報網｡工場やﾋﾞﾙ･ｵﾌｲｽなどの限定されたｽﾍﾟ-ｽで複数台

の PC を専用ｹ-ﾌﾞﾙで接続し、情報を高速でやりとりをするｼｽﾃﾑ。同軸ｹ-ﾌﾞﾙ(10BASE/100BASE)、光ﾌ

ｧｲﾊﾞｹ-ﾌﾞﾙ、無線､赤外線を使う方式がある。ﾒ-ﾙや WWW 情報の他、PC 間でﾌｧｲﾙを共有し､多数の PC

を 1 台の PC で制御する等も可能である。家庭内で複数の PC や情報端末を使う場合（数年後はこう

なる）は、ﾓﾃﾞﾑの後にル－タと呼ばれる分配機を置き、前述の同軸ｹ-ﾌﾞﾙで PC と接続するか、無線

LAN を使用して、配線無しに接続する。通常の家屋内に同軸ｹ-ﾌﾞﾙや光ｹ-ﾌﾞﾙは配線されていないの

で、無線ＬＡＮを使用するのがもっとも合理的であろう。これに使用される無線技術は、BlueTooth

と呼ばれる特殊なもので、半径約 10m 程度のごく限定した空間にしか電波は飛ばず、また､信号には

しっかり暗号がかけられているため、万一隣家で受信されても解読される危険性は少ない。

・ (Ａ)ＤＳＬ(AsynchronousDigitalSubcriberLine､非同期ﾃﾞｼﾞﾀﾙ加入線)：既存のﾒﾀﾙ電話線、有線放

送ｹ-ﾌﾞﾙを使用して、高速広帯域のﾃﾞ-ﾀ伝送を可能にする技術の総称で、日本、韓国､米国等で現在

ﾌﾞﾛ-ﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ通信の主流になっている技術。1989 年ﾍﾞﾙｺｱ社(米国)において開発された。現在､最大

速度：下り 26Mbps/上り 1Mbps までのｻ-ﾋﾞｽが提供されている。電話線では、人間の耳に聞こえる周

波数である（可聴音）20KHz 以下の低周波ｱﾅﾛｸﾞ音声波の送受信が行われている。そこで、同じ電話

線に音声周波数より数十倍以上高周波のﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号を同時にのせ、受信の際にｽﾌﾟﾘｯﾀ呼ばれる部品

で、低周波の電話音声（そのまま、電話機や FAX につながる）と高周波のﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号に分離し、ﾃﾞ

ｼﾞﾀﾙ信号は、ADSL ﾓﾃﾞﾑにより、PC 用ﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号に復調・受信する。送信の場合（上り）も逆の操作
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により､電話信号と PC からの信号をｽﾌﾟﾘｯﾀで重畳させて送信する。受信側にｽﾌﾟﾘｯﾀとﾓﾃﾞﾑを取り付

けるのみで、従来の電話回線をそのまま利用して、音声とﾌﾞﾛ-ﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞの 2 ﾁｬﾝﾈﾙ同時通信が実現で

きるとして、爆発的に普及しつつある。特徴としては、回線の距離が延びると通信速度が極端に低

下する。近い将来実現が確実な動画像の双方向通信には速度的に対応が困難なため、光ﾌｧｲﾊﾞ通信

(FTTH)実現までの、ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄﾘﾘ-ﾌと位置づけられている。

・ ＦＴＴＨ(Fiber To The Home)：家庭まで光ﾌｧｲﾊﾞ回線を敷き、究極のﾌﾞﾛ-ﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ通信を実現し

ようとするもので、2-3 年後には、ADSL に取って代わり FTTH が主流になるのは間違いない。現在､

NTT 等より、B ﾌﾚｯﾂ等の名称でｻ-ﾋﾞｽが提供されはじめ（上り/下りとも最大 100Mbps）、利用者が爆

発的に延びはじめた（現在、ADSL 利用者 700 万に対し、B ﾌﾚｯﾂ 30～50 万回線？）。利用料金は､7500

円/月程度で、現在のところ ADSL の約 1.5-2 倍とやや割高である。B ﾌﾚｯﾂを利用すれば動画像のﾘｱﾙ

ﾀｲﾑ双方向通信が可能になる。

・ インタ－ネット電話、ＩＰ電話：音声をｲﾝﾀ-ﾈｯﾄﾌﾟﾛﾄｺﾙに従って､ﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号に変換し、ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ回線

網を使用して､音声を送受信する。具体的には、音声を 20ms 程度の長さに切断し、それぞれに宛名

を付けた(ﾍｯﾀﾞという)ﾊﾞﾗﾊﾞﾗのﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号の束（ﾊﾟｹｯﾄという）にし、ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ通信網(個人の場合は

契約しているﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞのｻ-ﾊﾞを介して)を通じて、音声通信を行う。従来の電話通信網に比べ音声の

質は保証されない（音切れ 等）代わりに、同一ｸﾞﾙ-ﾌﾟ内であれば無料で、あるいは、国際電話で

も極めて低額で利用可能であることを宣伝しており、利用者が急増している。現在我が国のﾌﾟﾛﾊﾞｲ

ﾀﾞは、Biglobe(NEC)、DION(KDDI)、ODN(日本ﾃﾚｺﾑ)、hi-ho(松下)の 4社連合、OCN(NTT ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ)、

Nifty(富士通)、So-net（ｿﾆ-）の 3社連合、YahooBB（ｿﾌﾏｯﾌﾟ）の 3 ｸﾞﾙ-ﾌﾟにｸﾞﾙ-ﾌﾟ化されつつある。

IP電話が普及すると現在の電話回線網の維持に要する莫大な費用を誰が負担するのかが大問題にな

るのは時間の問題である。ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄや IP 電話が使えないお年寄りに全部負担させる訳にはいかない

でしょうに・・・・・。

・ 携帯電話：PDC(PersonalDigitalCellular)と呼ばれる NTT が開発した日本独自のﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線方式を

利用した音声通信で、国内携帯電話の 70%以上がこの方式を利用。最近はｉﾓ-ﾄﾞ通信の利用も盛ん

である。この他、KDDI が米国ﾓﾄﾛ-ﾗ社開発の cdmaOne(code division multiple access one)方

式を使用している。この方式を発展させた第 3世代方式として、cdma2000 1x がｻ-ﾋﾞｽｲﾝしている。

この規格は米国、韓国、香港、豪州で採用されており、現在の通信速度 9.6kbps の約 15倍の 144kbps

に高速化される。また、NTT-DoCoMo ｸﾞﾙ-ﾌﾟ開発の W-CDMA 方式（FOMA）は、欧州での採用が決まっ

ており、ﾃﾞ-ﾀ伝送速度は 384kbps と早いが現在の PDC 方式と互換性がないという難点があり、普及

が遅れている。当面の間、世界的に上記 2 つの国際標準が並行して使用されよう。この他、簡易型

携帯電話方式 PHS(PersonalHandyPhoneSystem)がある(NTT 開発)。通常の携帯電話のﾃﾞ-ﾀ転送速度が

9.6kbpsなのに対し、PHSは64kbpsをｻﾎﾟ-ﾄしている。使用周波数帯はPHSが1.9GHz帯(波長:約16cm)

であるのに対し、携帯電話は 0.8-0.9GHz（波長:38-33cm）である。PHS は通話ｴﾘｱが狭い、高速移動

中の通信に不向き等の欠点はあるが、ﾜｲﾔﾚｽ-ﾓﾊﾞｲﾙ通信用としての利用価値が高い。また、ﾜｲﾔﾚｽ方

式として衛星電話があるが、機器の大型化･高性能化が避けられず、離島用や山小屋用、軍事用等の

特殊用途を除いて、ﾋﾞｼﾞﾈｽ的に破綻した（ﾓﾄﾛ-ﾗ社のｲﾘｼﾞｳﾑ計画等）。

・ ユビキタス(ubiquitous、至る所にあるの意)ネットワ－キング：公衆電話のｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ版。至る所で、

誰もが PCや PDA(PersonalDiitalAssistant,携帯情報端末)を利用できる環境｡具体的には、無線ﾙ-ﾀ

を使用したﾓﾊﾞｲﾙ･ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄｻ-ﾋﾞｽが最近始まった。ﾏｸﾄﾞﾏﾙﾄﾞ店、ﾎﾃﾙ､東京駅など、人が集まるところ

に無線ﾙ-ﾀを設置し、高速ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄの接続ｻ-ﾋﾞｽを提供するもので、これから急速に普及するものと予

想される。このような場所を､ﾜｲﾔﾚｽｽﾎﾟｯﾄやﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄと呼んでいる。このような無線ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄｽﾎﾟｯﾄ

を利用した IP電話は、使用料の高い携帯電話に比べ（中継基地の建設に多額の費用を要するため）､

原理的に極めて安価にできるため 今後急速に普及し、携帯電話は衰退すると予測する人もいる（高

速移動中の通話は携帯電話方式でないと困難）。

・ モバイル、ポケッタブル、ウェアラブル：小型軽量の携帯情報端末(PDA)。ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ端末とは、重量

100g 前後の腕時計ﾀｲﾌﾟ PDA 等｡このためには、音声入力や音声出力等の技術が必要。ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄとの接

続は、前記のﾕﾋﾞｷﾀｽ通信網（ﾜｲﾔﾚｽ公衆ｱｸｾｽｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ）等を使用する。
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・ 音声圧縮技術ＭＰ３（MovingPictureExpertsGroupLayer3）：音楽をｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ網で流す音声圧縮技術。

ISO の国際基準として 1992 年に定めたﾚｲﾔ 3 のこと。人間の耳には聞こえない高周波成分の音(人間

の可聴音域：30～16000Hz)をｶｯﾄするなどして、ﾃﾞ-ﾀ量を約 10 分の 1 に減らすことが可能。これに

より、CD 並の高音質を保持ししたまま、ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上で音楽配信が可能になった。通信ｶﾗｵｹをはじめ、

音楽のｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ送受信が当たり前になりつつあり、音楽流通に大変革をもたらしつつある（CD 等が

不要になる。違法ｺﾋﾟ-防止。著作権保護の問題 etc）。

・ 静止画像圧縮技術ＪＰＥＧ(JointPhotographicCodingExpertsGroup)：静止画像の圧縮ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ。高

い圧縮率と高画質な画像再現性ゆえに、ｶﾗ-FAX、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾁ-ﾙｶﾒﾗのﾃﾞ-ﾀ圧縮、静止画のｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ配信

の際のﾌｫ-ﾏｯ ﾄとして用いられている。大別すると可逆符号化方式と不可逆符号化方式

(DCT:DiscreteCosineTransform)がある。とくに後者の方式は、元の画像の数十分の 1にﾃﾞ-ﾀ圧縮で

きることから、我々がｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上で目にする静止画のほとんどは、この圧縮方式が採用されている。

・ 動画像圧縮技術ＭＰＥＧ２(MovingPictureExpertsGroup2)：ﾃﾞｼﾞﾀﾙ動画像の圧縮・再生に関する国

際規格で、現在 MPEG-1、MPEG-2、MPEG-4、MPEG-7 等の規格が定められている。TV の 1 画面は、水

平走査線が 525 本(垂直方向)、各走査線に 500 個の画素があり（水平方向）、256 階調(8 ﾋﾞｯﾄ)の輝

度情報が与えられているので、白黒 1 画面は約 2M ﾋﾞｯﾄ、ｶﾗ-1 画面は 6M ﾋﾞｯﾄ（RGB/3 色の色情報）

の情報量である。毎秒 30 枚の画像を表示することで、動画像になるので、白黒動画像で 60Mbps、

ｶﾗ-動画像で 180Mbps の情報処理能力が必要である。走査線 1250 本のﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝｶﾗ-画像であれば、約

800Mbps の信号量となり、光ﾌｧｲﾊﾞを使用したﾌﾞﾛ-ﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ技術を用いても、そのままでﾃﾞｼﾞﾀﾙ動画

像をｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ回線で送受信することは困難である。そこで、画質の劣化を最小にとどめ、動画像を効

率的に圧縮して送受信する技術が必要となり、この目的で規定された国際規格が MPEG である。圧縮

のｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑは、色や動作の変化の乏しい画像部分のﾃﾞ-ﾀを間引くことにより、画質の劣化を最小に

しながら、画像ﾃﾞ-ﾀを 25 分の 1 程度まで圧縮するものである（MPEG2 の場合）。これにより、通常

のｶﾗ-TV 動画像は 6Mbps 程度に、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ TV 画像は 30Mbps 程度まで圧縮可能となった。映

画ｺﾝﾃﾝﾂの DVD 録画、ﾌﾟﾚｽﾃ-ｼｮﾝ－II のｹﾞ-ﾑｿﾌﾄ等には MPEG2 規格が採用され、既に実用に供せられ

ている。MPEG2 規格に沿った画像の圧縮・再生をする LSI も 1 個数千円で市販されるようになって

きており、MPEG2 録画方式を採用したﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗが市販されるようになった。この 2,3 年の

うちに、MPEG2 規格のｴﾝｺ-ﾀ（゙圧縮）とﾃﾞｺ-ﾀ（゙再生）機能を搭載した PCが標準になるだろう。100Mbps

の光ﾌﾞﾛ-ﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾈｯﾄﾜ-ｸと相まって、ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄによる動画像のﾘｱﾙﾀｲﾑでの双方向通信が日常的に使わ

れるようになる。2005 年頃になれば、本格的なﾋﾞﾃﾞｵｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ時代、すなわち、2時間ものの映画を

数分でﾀﾞｳﾝﾛ-ﾄﾞして、我が家のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ受像器でゆっくり映画を楽しんだり、今日撮影した

孫の運動会のﾋﾞﾃﾞｵ画像を、田舎のｵｼﾞｲﾁｬﾝ､ｵﾊﾞｱﾁｬﾝにﾒ-ﾙ添付して数分間で送ったり、遠隔医療（高

精細の CT ｽｷｬﾝ画像を遠方の専門医に送って診断を受ける）や TV 会議・TV 電話､ﾊﾟﾘのﾙ-ﾌﾞﾙ美術館

のＨＰにｱｸｾｽして、収蔵品をﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ画像で鑑賞する､外国の大学の著名な先生の講義を受ける（日

本語に自動的に翻訳される）、出かけた先からご飯を炊いたり、風呂を沸かしたり等々、応用は無限

に広がり、本格的な IT時代を迎えることになる。

・ ＣＤ(CompactDisc)：ﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号を光学的に記憶したもの。通常ﾎﾟﾘｶ-ﾎﾞﾈ-ﾄ等のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ板にｱﾙﾐﾆｭｳ

ﾑがｺ-ﾃｨﾝｸﾞされている。音楽用を単に CD、ﾃﾞ-ﾀ用（読み込み専用）を CD-ROM という。音楽用 CDの

記録時間の規格 74分 33 秒は、ｶﾗﾔﾝ指揮のﾍﾞ-ﾄﾍﾞﾝの第九が 1枚に収まるようにとの要求により決め

られた。記憶容量は 789MB であるが、誤り符号訂正部を除くﾃﾞ-ﾀ部の記憶容量は 640MB。日本語を

2B/W 表記とすると、1 枚の CD に約 3 億字、新聞 1年分、文庫本約 1000 冊が収容できる記憶容量に

相当する。1回だけ書き込み可能な CD-R、繰り返し書き込み可能な CD-RW がある。

・ ＤＶＤ（DigitalVersatileDisc）：CD と同じ大きさで（直径 12cm、厚さ 1.2mm）､CD より遙かに大容

量である。なお、読み取り光源波長は、CDが 780nm、DVD が 650nm である。DVD-ROM：読み出し専用。

CD-ROM の 7．2倍以上の容量を持ち（片面 1層：4.7GB、片面 2層：8.5GB、両面 1層:9.4GB、両面 2

層:17GB）、9倍の読み出し速度を有する。大容量ｺﾝﾃﾝﾂ、百科事典やｶ-ﾅﾋﾞ用に多用されている。CD-ROM

で 8 枚ｾｯﾄのﾊﾟｯｸｺﾝﾃﾝﾂが 1 枚の DVD に収容できる。DVD-VIDEO(Visual)：LD（ﾚ-ｻﾞﾃﾞｨｽｸ）のﾀﾞｳﾝｻｲ

ｼﾞﾝｸﾞ版であるが、LD より遙かに高画質で、ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ性をもつ。LD の水平解像度が 430 本に対し、
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DVD は 500 本以上。音質はﾄﾞﾙﾋﾞ-ﾃﾞｼﾞﾀﾙ AC-3 方式を採用し、劇場の最新鋭音響ｼｽﾃﾑと寸分違わない

完全独立 5.1 ﾁｬﾝﾈﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙｻﾗｳﾝﾄﾞをｻﾎﾟ-ﾄする。音楽 CD の音質を遙かに凌ぐｳﾙﾄﾗ Hi-Hi 音声に対応す

る。最大 32カ国語の字幕の ON/OFF ができ、最大 8 ｶ国語までの吹き替えに対応する。また、ﾜｲﾄﾞ TV

との相性が抜群によい。編集を工夫をすれば、様々な角度から見る映像を選択したり、物語が枝分

かれするｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ鑑賞も可能。DVD－Audio：CDの音質を遙かに凌ぐ超高音質のﾏﾙﾁｽﾃﾚｵが楽しめる

し、映像の収録も可能。CD と DVD-Audio の両方を再生できるﾌﾟﾚ-ﾔも開発されている。DVD-R：1 回

のみ書き込み可能な DVD。DVD-RW/DVD-RAM：複数回書き込み可能な DVD。記録後の特性、ﾌｫ-ﾏｯﾄは再

生専用 DVD(DVD-ROM)規格に準拠し、市販の DVD ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾚ-ﾔ,DVD-ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞでの再生が可能な規格に

なっている。書き込み可能な DVD は、著作権の問題がなかなかｸﾘｱできないため PC 用ﾌｧｲﾙﾒﾓﾘとして

の実用化は遅れているが、TV画像録画用ﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｨｽｸとして商品化され、現在ﾋｯﾄ商品になっている。

・ ＧＰＳ（GrobalPositioningSystem）：全地球測位ｼｽﾃﾑ。米国軍事用人工衛星からの位置信号を受け

て、現在位置（緯度､経度、高度）を計測するｼｽﾃﾑ。軍事用として、ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝやｲﾗｸのﾐｻｲﾙ攻撃等に

米軍が GPS 測位ｼｽﾃﾑを多用したことは記憶に新しい。民生用としては、GPS と慣性位置計測ｼｽﾃﾑ(ｼﾞ

ｬｲﾛｺﾝﾊﾟｽ)を組み合わせたｶ-ﾅﾋﾞｹﾞ-ｼｮﾝｼｽﾃﾑとして多用されている。最近では、携帯電話に組み込ま

れたり、登山用ﾅﾋﾞｹﾞ-ﾀとして市販されている。今後は、PHS や PDA を利用しての位置情報提供ｻ-ﾋﾞ

ｽが始まろうとしている

・ ＩＣカ－ド：磁気ｶ-ﾄﾞに代わってｶ-ﾄﾞに IC を埋め込んだ IC ｶ-ﾄﾞが最近利用されるようになった。

情報量が格段に多くなた上に、情報の読み出しだけでなく、書き込みも可能である。ｸﾚｼﾞｯﾄｶ-ﾄﾞ、

ｷｬｯｼｭｶ-ﾄﾞの他、ﾃﾚﾎﾝｶ-ﾄﾞ、定期乗車券、社員証等に広く利用されている。2,3 年後には運転免許証

も IC ｶ-ﾄﾞ化される。

・ ＩＣタグ：現在商品に付けられるﾊﾞ-ｺ-ﾄﾞに代わって、IC ﾀｸﾞが実用されようとしている(ﾀｸﾞ用 IC

の大きさは約 0.4mm 角)。情報量がﾊﾞ-ｺ-ﾄﾞの数千倍に増えるので、情報の記録以外に流通段階での

製品情報の書き込みも可能になる。このため、生産者の氏名から、出荷日等、製品に対するより細

かい情報管理が可能になるとともに、IC ｶ-ﾄﾞ併用による自動会計ｼｽﾃﾑ（ｺﾝﾍﾞｱに購入した商品をの

せ、IC ｷｬｯｼｭｶ-ﾄﾞを挿入すれば、自動的にﾚｼﾞを済ませ、代金を自動的に決済するのでﾚｼﾞの女性は

不要になる）等の構築が可能になる。

・ ＳＯＨＯ（SmallOfficeHomeOffice）：小規模企業・事業のこと。直訳すると零細企業及び家庭内企

業と云うことになる。また、IT 技術では 1990 年代米国で生まれた仕事のｽﾀｲﾙで、PC を駆使した小

さな個人的な仕事のことを指し、家庭内で PC 等を利用して在宅勤務することなども SOHO という。

高度に IT化された社会では、会社に行かずに、SOHO によって、在宅勤務するｽﾀｲﾙが確実に増える。

・ ＴＣＰ／ＩＰ(TransmissionControlProtocol/InternetProtocol)：ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄの標準転送・制御のため

のﾌﾟﾛﾄｺﾙ（通信規約・手順）のこと。TCP と IP の 2 つのﾌﾟﾛﾄｺﾙがﾍﾟｱで動くためにこのように呼ば

れている。

・ オンデマンドサ－ビス(OnDemandService)：ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを通じて即座にｻ-ﾋﾞｽが受けられること。例えば

ﾋﾞﾃﾞｵ映画を見たいときはﾋﾞﾃﾞｵ･ｵﾝ･ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ、と云い、ﾆｭ-ｽを見たい場合は､ﾆｭ-ｽ･ｵﾝ･ﾃﾞﾏﾝﾄﾞという。

・ システムアドミニストレ－タ(SystemAdministrator)：ｼｽﾃﾑ管理者。略してｼｽｱﾄﾞとも云う。通産省

が実施する情報処理技術資格の一つである[ｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚ-ﾀ(初級・上級)]を指す場合もある。

・ チャット(Chat)：ﾘｱﾙﾀｲﾑで情報交換できる双方向会話ｼｽﾃﾑのこと。ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄで同じﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭ-ﾀに接続

している同士が、同時に双方向でﾃﾞ-ﾀ交換できる。1 対 1 だけではなく複数人同時も可能。Chat と

は英語でおしゃべりの意。

・テキストファイル(TextFile)：文書などの文字だけで構成されたファイル。 以上


